
皆さんの近所に住むキラキラ輝くまさきの人たちを紹介します

松前町は令和 42 年に 25,000 人のまちを維持します

Statistics
統計

（　）は前月比

男性   14,627 人     
女性   16,226 人    
合計   30,853 人    
世帯   13,528 世帯

（－ 1）
（－ 3）
（－ 4）
（－ 1）

人の動き
 （Ｒ元 .7.31現在）

Payment
支払

◎納期限内に納めてください

納期限   9 月 30 日月    口座振替  9 月 25 日水

国民健康保険税（普通徴収）　           　  第 3 期
介護保険料（普通徴収）　　      　   　　 第 3 期
後 期高齢 者医 療 保険 料（ 普 通 徴 収 ）        第 3 期

　皆さんは、松前港にある波止め堤防を知っていますか。
　松前港に行って漁協前の道路を歩くと、右の写真の通り
道路の平面から80 センチメートルほどの波止め堤防に囲ま
れているのが分かります。港には多くの船が停泊しており、
船から海産物などを陸揚げするのに、このような波止め堤
防は邪魔になってしまいます。しかし、この邪魔な波止め堤
防があるのには、理由があります。
　昭和 21(1946) 年12 月21日に昭和南海地震が発生し、当
時の愛媛新聞によれば、松前町内では屋根瓦が軒並みずれ
落ちたり、岡田小学校近くの出合橋付近の道路に５センチ
メートルほどの亀裂が数条できたりなどの被害があったそう
で、地蔵町や北黒田では死者が出ています。村上節太郎著 

『私たちの郷土愛媛県』( 昭和 24 年 )によれば、地震の後、
愛媛県内各地で地盤が10 ～ 55センチメートルほど沈降し
たことが報告されています。松前港一帯でも地盤沈下が発
生し、高潮で潮位が上昇する時に、家や田畑の浸水被害が

以前よりも大きくなりました。それを防ぐため、海水浸水防止
策として国庫補助を受け、松前港一帯の沿岸周囲にコンクリー
ト製の波止め堤防が作られたと、松前小学校編 『まさき』( 昭
和 28 年 )に記されています。松前港にある波止め堤防は、この
ときに工事をして造られたもので、現在でも浜や新立の町並
みを高潮から守っているのです。
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Reporter
町民が松前町の魅力を取材します

魅 力  伝え隊
松  前  の

今回は私たちが、松前港にある「波止め堤防」に
ついて紹介します。

このコーナーは、広報担当者で
はなく町民の皆さんがカメラを
持って、松前町の魅力を取材し
ます。取材してくれる人を募集
中です。詳しくは、総務課広報
情報係 （☎ 985―4132） に連絡を。

Family
友人知人の家族をリレーでつなぎます

◦ PROFILE
はせべ・じんた　会社員。みんなでバーベキューをするのが好き。松
　山市出身
はせべ・さとみ　 主婦。ママ友と一緒に月 2 回の習字を頑張っている。
　徳丸出身
はせべ・きみか　体を動かすことが大好きな努力家。得意な教科は算
　数。小 1
はせべ・たいち　ブロック遊びやマリオカートに夢中。年中

　徳丸に住む長谷部さんファミリー。自然を身近に感じなが
ら、一緒に過ごす時間を楽しむ仲良し家族です。
　現在単身赴任中の甚太さん。｢子どもと同じレベルで楽しめ
るので一緒に遊ぶのがとても上手です｣ と公美さんが笑うよう
に、甚太さんが帰ってくる週末は公佳ちゃんも太一くんも大喜
び。かくれんぼやプール遊びのほかにも、家の庭でスイカ割り
をしたりお祖父さんが育てたトウモロコシを採ってきて庭で焼
いたりするなど、自然に触れながら遊びを楽しんでいます。
　甚太さんの週末の楽しみは子どもたちと遊ぶことだけではあ
りません。それは、3人が口をそろえて｢料理上手｣とたたえる公
美さんの手料理を食べること。｢何を食べてもおいしい｣ とたた
える甚太さんの笑顔から、4 人の楽しい食卓が目に浮かびます。
　公佳ちゃんが怒られていると｢もう許してあげて｣と仲介に入
る優しい太一くんに、宿題をしながら太一くんに数字の書き方
を教えてあげるなど頼りになる公佳ちゃん。2人がもう少し大
きくなったら家族でキャンプに行きたいと話す長谷部さんファ
ミリーは、今後ものびのびと家族の時間を満喫していきます。
　次回は公美さんの弟、木下恵介さん＝徳丸＝ファミリー
をご紹介します。

長谷部甚太さん 公美さん 公佳ちゃん 太一くん
（徳丸）

家 族 の き ず な

　岡田小学校 4 年生の浅井好さん。けん玉の技を磨いて頑張っ
ている女の子です。
　好さんがけん玉と出会ったのは、小学校１年生のとき。放課後児
童クラブで体験したことをきっかけに興味を持ち、小学校 3年生
の5月から商業施設や駅前で行われるけん玉教室に通っています。
　けん玉の魅力を、｢難しい技ができるようになって、段位認定
試験に合格したときが1番うれしい｣と話す好さん。現在は、公
益社団法人日本けん玉協会が認定する段位の初段を持っていま
す。この段位認定は、各段位で決められた10 種類ほどの技をそ
れぞれ決められた回数成功させて取得できるもの。｢同じ技を何
度も繰り返していると、頭の中がぐちゃぐちゃになってだんだん
と成功率が下がる｣とその難しさを話す好さんは、今年中に二段
認定試験に合格することを目標として毎日練習に励んでいます。
　これからは、｢学校だけじゃなく、全国にけん玉友達をつくって
難しい技を教え合いたい｣と笑う好さん。技術を磨くだけでなく、
大好きなけん玉を通じてたくさんの人と交流していきます。
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「けん玉を通してたくさん友達をつくりたい」頑張る子どもを紹介します

Boys&Girls,Be

Ambitious!

伊予高等学校（写真左から）
島尾郁斗さん  髙橋啓太さん  塚野博士さん  長友秋晴さん
Shimao Fumito  Takahashi Keita  Tsukano Hiroshi  Nagatomo Akiharu
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